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日 時  平成２５年７月３０日（火）１４：００～１５：００ 
場 所  グループホーム「櫻」 １Ｆ 食堂 
出席者  運営推進会議委員 

逗子市介護保険課長          石 黒 貫 爾 
                  （代理 久保氏） 
社協：地域包括支援センター管理者   渡 邉 誓 子 
逗子市民生委員            中 田 美代子 
ご家族代表              今 井 真知子 
                                  

「委員５名中 ４名出席」 
 

     医療法人社団柏信会     看護部長 岩 木 和 子 
グループホーム「櫻」    管理者  林   さゆり 

事務長  遠 藤 勝 三 
 

会 議 概 要 

１．開会の辞 
定刻、事務長は各委員に本日の出席を謝すと共に、本日、理事長所用の

ため欠席することを伝え議題に入る・ 
本委員会の議案が少ないため懇談形式で実施する旨を伝え各委員了承の

下、前半は資料により入居者等の状況を報告する。 
 

２．議題 
（Ⅰ）報告事項 

ァ 入居者の現況及び活動状況について（資料） 
： 入居者の現況 
   各ユニットは、入退所及び介護度の区分変更、加齢等により前

回に比し若干の変動がありました。 
※ 資料のユニット合計数で説明 
要支援２    １名が０名   １名減 

   要介護度１   ０名が１名   １名増 
   要介護度２   ４名が５名   １名増 
   要介護度３   ８名が６名   ２名減 



   要介護度４   ３名が４名   １名増 
   要介護度５   ２名は増減無し 
    
   平均年齢は８７．７５歳が８６．３３歳で▲０．６４歳。 
   地域別では逗子市が１７名、前回報告済みですが葉山町１名の

合計１８名です。 
 
： 活動状況 

       資料「さくら」４月号～５月号で利用者様の状況を説明。 
         ※６月号は休刊 
       特に前回外部評価アンケート結果から、グループホームの概要

について連載、周知に努めている。今後も機会を捉え周知理解に

努めて行きたい。 
       ６月２４日開催された逗葉地区グループホーム連絡会において

利用者ご家族へのグループホームの周知方法等について話し合い

がもたれました。（逗子５施設、葉山２施設） 
       各施設における主な問題内容の概要は、「認知症対応型共同生活

介護施設」と他の施設（有料老人ホーム等）を比較しての発言が

多い。介護入所施設のサービスの内容も、デイサービスも老健、

特養等すべて同一視、料金、食事などに不満を漏らしている。 
       ごく一部の家族であるが、普段、入居者の面会に施設を訪問し

ない家族に多く見られる傾向にある。各施設、入所時に細かく説

明し署名捺印を貰っていても、入所してしまえば忘れている。 
       各施設共通の悩みであるがそれぞれの方法でＰＲに努めている

ようであった。 
 
  ィ 入居相談(施設見学)の現況について 
     平成２５年１月から７月までの入居相談等の件数は次のとおり。 
      １月  ３件  （医師の診断書除く入居申込書受付） 
      ３月  １件  相談及び施設見学 
      ４月  １件     同上 
      ６月  １件     同上    （老健入所） 
      ７月  １件     同上    （現在入所審査中）    
        計 ７件 
    利用者にとっては費用が一番気になるところで、サービスは度外視し

て費用の安い方向へと傾いている。 
    全体的に待機期間に余裕がなく、他施設から退所、退院を迫られてか



ら相談にこられ入所申し込みをされる。 
    また、申し込みされた方も、実際に空き室が出てから連絡すると、他

の施設に入所、又は家族等の意思決定が不十分で入所見送り等が多い。 
    また、入所されても特養入所の一時避難所の様を呈し高年齢や介護度

の高い方が多い傾向が見られる。 
 
（２）その他 

 懇談形式で情報交換等を行った主な項目は以下のとおり。 
： 地域密着型の施設として、地域との連繋を図りたいが逗子市は自治

会の組織が少ないので、連繋も一部自治会に限定される。 
： 「櫻｣入所者の特徴から地域行事への参加は限定される。 
： 自治会のお祭りに参加したくも、その会場の関係で断念せざるを得

ない状況である。 
： 地域見守りのボランティア、サポータは社会福祉協議会が中心で実

施されているが、グループホームには馴染まないのか適当な団体が見

つからない。 
： サービスの平等化について横須賀市と逗子市の現状について 
： 保険サービスの広域化、市町村から県へ、無理であれば三浦半島、

横浜，川崎等ブロックごとになるような話題が、行政等では出ていな

いか。 
  
 以下、割愛する。 
 
 

３ 閉会の辞 
    議案等の終了を見届け予定時刻前ではあったが、事務長は各委員に対

し次回の開催を確認（２５年１０月２９日 火曜日１４：００～１５：

００ ）すると共に、本日の出席を謝し閉会を宣した。 
    


